























































ふものも斯う云ふ場合には未だ芽を萌かない」 「産後の痛みの劇しいのと疲労とで、 死んだ子供の上を考へて居る余裕は無かつた」 「実際其場合のわたしは わが児の死んで生まれたと云ふ事を鉢や茶碗が落ちて欠けた程の事にしか思つて居なかつた」といった調子で、いわゆる母性神話と隔絶した非情なまで 実感を吐露している。反動的ともみなされる過激さである。初出誌は『女学世界』 、若 読者たちはこれをどのように受け止めただろうか。
随筆終盤では「婦人問題を論ずる男の方の中に、女の体質を初か























でも読みたいので が、院長さん 誡めを厳格に執り行ふ看護婦さんに遠慮して、婦人雑誌や三越タイムスの写真版の所ばかりを観るのを楽みにして居る。 （傍線引用者）
執筆も読書も禁じられた産褥の晶子の限られた楽しみとして、雑
誌のグラビアページを見ることが特記されている。晶子は何を夢想していたのだろうか。引用中にみえる「小説」に相当するとおぼしい作品「宮子」を参照しよう。表題はヒロインの名、その夫「大木さん」をはじめとする周辺人物が登場する三人称小説で 常より重いお産のために入院した宮子が一児は死産の双生児を出産するという梗概である。 「産褥の記」と同一の体験に取材することは明らかだが、しかしその筆致にはかなりの懸隔がある。ヒロイン宮子 、陣痛の具合を尋ねられれば赤面 、夫を頼って涙を流し夫に甘えて泣き声をあげる、言ってみ かわいい女 して造型されてい 。また、宮子は二八歳、三児 母で、こ たびは第四子と五子の出産に臨むとされており 作家の実際と 異なる設定である。
江種満子はこの小説について、 「その語り方から想像されるよう















としての女性」 いうジェンダー分配を生み出したとされる。加えて、 「児童」概念の成立によって、 「 「子どもを大切に、金を掛けて育てる美徳」が中・上流家庭の間に広まっていった
⑿
」ことは、家庭












































して充実した誌面は、会員獲得に寄与するとともに愛国婦人会 よびその後ろ盾としての台湾総督府の権威づけ て機能し また、帝国日本の領土拡大にともなって日本文学の市場が広がってゆく様相を示している。与謝野寛・晶子夫妻は 芸欄 数多く 作品を定期的に寄稿したばかりでなく、自筆原稿や家庭の写真を口絵に提供して、最も重要な作家に数えられる
⒄
。対象読者が女性である本誌
















Ｒ誌、すなわち企業広報誌である 言われるが、その内容 商品カタログとみなすほうが 情 かなう。読み物 して 性格をあわせもち、カタログ紹介商品を小説の主人公が身につけるなどしている。写真印刷技術の未熟を補う広告手法 れる。同じ年、郵便制度の普及発達にとも い、 郵便振替による通信販売を開始。 『夏衣』 『春模様』 『夏模様』 『氷面鏡』 『みやこぶり』とそ 都度誌名変えて刊行された機関雑 は通販カタログ 性質を担うよう なり、いわば移動する百貨店として顧客を拡大した。一九〇三年八月の『時好』より月刊化、一九〇八年六月に後継誌『みつこしタイムス』刊行。一九一一年三月には文芸欄を充実させた『三越 を創刊すこの頃には台湾をはじめとする植民地においても頒布され、通信販売ネットワークは外地にまで広がっていたこ が明らかになって


































高石伸の妻和代は、ある日夫の教え子の弁護士に電報を打ち、三越で会い、ともに食堂でコーヒーを飲んだことを夫 告白する。一七歳で結婚し 二五歳まで九年のあ だ夫の「囚われ人」にな いると感じていたこと、自分の行為が夫に「損害」を与えたと思っていたこ を、和代は夫に告げる。「損害」が掲載されたのは一九〇九年二月の『スバル』 、その翌月には同誌に鷗外最初の本格口語体小説「半日」が発表されている周知のように「半日」は妻に手を灼く夫を夫に寄り添った視点で描く。 「半日」 先立つ「損害」は夫に不満を抱く妻 行動に焦点化して、あたかも対照をなすかのようである
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　『毎日電報』 『新日本』 『萬朝報』 『東京日日新聞』などに掲載され『青海波』におさめられた歌を指す。
⑽
　






























































 『台湾愛国婦人』という雑誌」 （ 『言語と文芸』一二五、二〇
― ―171
































　「妾と芝居」 （ 『歌舞伎』一〇七、一九〇九年六月） 。

　『スバル』一九〇九年二月。

　
金子幸代は、 「半日」と「損害」の影響関係を重視している。金子幸
代『鷗外と〈女性〉 』 （大東出版社、一九九二年一一月）を参照。
『三越』には晶子をはじめ多数の女性作家が寄稿している。その事情に
ついては、 小平麻衣子『女が女を演じる
―
文学・欲望・消費
―
』 （新
曜社、二〇〇八年二月） 、瀬崎圭二前掲『流行と虚栄の生成』に詳しい。

　
森鷗外「明治四十四年日記」 （ 『鷗外全集第三十五巻』岩波書店、一九
七五年一月）を参照。

　
たとえば、 『新訳源氏物語』の校正を森鷗外が代行した事実などが挙
げられよう。
付記＊与謝野晶子作品の引用に際しては『定本
　
與謝野晶子全集』 （講談社、
一九七九〜一九八一）および『與謝野晶子評論著作集』 （龍渓書舎、二〇〇 〜二〇〇二）を使用し、必要に応じて初出を参照した。漢字は原則として通用字を用いた。
＊本稿の論旨は、拙稿「三越と女性、その欲望のかたち」 （ 『流行をつくる―
三越と鷗外
―
』 （文京区立森鷗外記念館、二〇一四年度特別展図
録、二〇一四年九月）に基づいている。
